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 　～今月のお月さま～　

　６月　８日　下弦

　６月１５日　新月

　６月２２日　上弦

　６月３０日　満月

　こんげつ　　　　つき

　　　　　　　　　 　　かげん

　　　　　　　　　　　しんげつ

　　　　　　　　　 　じょうげん

　　　　　　　　　　　まんげつ　

見たい方角が

下になるように持って

その方角の空を

見てね。

　　　　 み　　　　 ほうがく　　　

した　　　　　　　　　　　　 も　　　　　　　

　　　　　　　ほうがく　　そら

　　　　　　 み　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６月中旬  午後８時ごろの星空
がつちゅうじゅん　 　ご　　ご　　　　じ　　　　　　　　　ほしぞら

　てんびん座は、春から夏の変わり目にあ

る星座で、黄道十二星座の中で唯一道具の

星座です。ギリシャ神話の正義の女神アス

トライアが手に持つ、善悪をはかる天秤と

言われています。

てんびん座
ざ

こうどう　じゅうに   せいざ

たいよう　　とお　　みち　　こうどう　　　　 そ　　　　 なら　　　　　　　　 こ　　　せいざ　　　　　　　　 たんじょうび　　　　　　 せいざ

　　 し

※黄道十二星座って？

　太陽の通り道（黄道）に沿って並んだ１２個の星座のこと。誕生日の１２星座として

よく知られています。

　　　　　　　　　　 ざ　　　　 はる　　　　なつ　　 か　　　　　め

　　 せいざ　　　　 こうどうじゅうに せいざ　　 なか　　ゆいいつ どうぐ

 せいざ　　　　　　　　　　　　　　　しんわ　　　せいぎ　　　めがみ

　　　　　　　　　　 て　　　も　　　　 ぜんあく　　　　　　　　てんびん

 い

3 つの惑星と月が並んで見える

　６月の中頃、夕方西の空で、金星・木

星・水星の３つの惑星が並びます。特に

６月１６日～１８日は、３惑星のそばに

細い月が見えます。２０時過ぎでも空が

薄明るく、細い月や水星は見つけにくい

ですが、金星や木星を目印に双眼鏡など

で探してみましょう。

　　　　　　わくせい　　　   つき　　　  なら　　　　　　　み

　　　　　　がつ　　なかごろ　　ゆうがたにし　　そら　　　　きんせい　　もく

　　せい　　すいせい　　　　　　　　わくせい　　なら　　　　　　　　とく

　　　　がつ　　　　にち　　　　　　にち　　　　　　わくせい

　　ほそ　　つき　　 み　　　　　　　　　　　　   じ　す　　　　　　  そら　　

　　うすあか　　　　　　ほそ　　つき　　すいせい　　 み　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　きんせい　　もくせい　　めじるし　 そうがんきょう

　　　　さが

６月１６日～１８日２０時頃の西の空

毎週土曜日の夜に開催。

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
星空観察会
ほしぞらかんさつかい

まいしゅう どようび      よる    かいさい

 くわ                                            らん　

詳しくはウェブサイトをご覧ください。



北
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南
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今月の

6 月中旬  午後８時ごろの星空
がつちゅうじゅん　 ご　 ご　　　　じ　　　　　　　　　ほしぞら

うしかい座

アークトゥルス

スピカ

デネボラ

レグルス

おとめ座

しし座

からす座

北斗七星

春の大三角

春の大曲線

春の大曲線

　春の大曲線は、北斗七星の「スプーン」の形をした星々の持ち手の

先から、うしかい座のアークトゥルス、おとめ座のスピカとつないで

できる大きな曲線です。この大曲線はスピカからさらに伸ばして、か

らす座までと説明されることもあります。からす座までのばすと、

「アークトゥルス→スピカ→からす」と、しりとりになりますよ。

　　はる　 だいきょくせん　　　　ほくとしちせい　　　　　　　　　　　　　　　　かたち　　　　　 ほしぼし　　 も　　  て　　 

さき　　　　　　　　　　　　　　 ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ

　　　　　　おお　　　 きょくせん　　　　　 　　　 だいきょくせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　 ざ　　　　　　 せつめい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ざ

天文 コラム

　６月の夕方、西の空に明るく輝く星が２つ見えます。明るい方の

星が宵の明星「金星」、もう一つが太陽系最大の惑星「木星」です。

どちらの惑星も非常に明るいため、日の入り後、空が薄明るい中で

も簡単に見つけることができます。

　６月の始めごろでは木星の方が上にありますが、日に日に近づい

ていき、８日には横に

並んで見えます。その

後は、金星の方が上に

なります。

金星と木星
きんせい　　　 　　もくせい

　　　　がつ　　ゆうがた　　にし　　そら　　あか　　　 かがや　 ほし　　　　　　 み　　　　　　　　 あか　　　　ほう

ほし　　よい　みょうじょう　きんせい　　　　　　　ひと　　　　たいようけいさいだい　　わくせい　　もくせい

　　　　　　　　わくせい　　ひじょう　　あか　　　　　　　　　　 ひ　　　い　　　ご　　 そら　　うすあか　　　　なか　

　　かんたん　　 み

　　　　がつ　　はじ　　　　　　　　　　もくせい　　ほう　　うえ　　　　　　　　　　　　　　 ひ　　　ひ　　 ちか　　　

　　　　　　　　　　 か　　 　　よこ

なら　　　　 み

 ご　　　　 きんせい　　ほう　　うえ

金星と木星の位置の変化

　ギリシャ神話の英雄ヘラクレス（星座ではヘルクレ

ス座といいます。）が、星座となって東の空の高いと

ころに見られます。頭文字と同じＨの形が目印です。

ヘルクレス座
ざ

　　　　　　　　　　 しんわ　　 えいゆう　　　　　　　　　　　　 せいざ

　　 ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいざ　　　　　　　　ひがし　 そら　　たか

　　　　　　 み　　　　　　　　　　　かしらもじ　　 おな　　　　　 かたち　 めじるし

ラスアルハゲ

　将棋の駒のような形の星座です。頭のところにある

星は、ラスアルハゲという２等星で、「へびつかいの

頭」という意味です。手に持つヘビはへび座という別

の星座で、へびつかい座をはさんで頭と尾に分かれて

います。

へびつかい座
ざ

　　　しょうぎ　　こま　　　　　　　 かたち　　せいざ　　　　　　あたま

　ほし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうせい

 あたま　　　　　　　　 いみ　　　　　　　 て　　　も　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　 べつ

　　　 せいざ　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　あたま　　お　　　わ


